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1．はじめに 

大阪湾の中でも港湾域は水質悪化がとくに著しい海域である．港湾域の水質が悪化する原因の一つとして，

防波堤や人工島の建設による水交換の低下があげられる．このような海域での流況や海水交換を把握するこ

とは水質改善を図る上で重要である．本研究では，大阪湾北部に位置する神戸港および尼崎西宮芦屋港の開

口部および接続部において流動観測を実施し，複雑な地形を持つ港湾域の流動構造を明らかにすることを目

的とする． 

２．現地観測の概要 
現地観測は日潮不等の小さい日（2005 年 2 月 28 日と 3

月 27 日）に実施した．1 潮汐間（半日周期）にわたる流

動変化を捉えるために図-1 に示すような神戸港と尼崎西

宮芦屋港の開口部および接続部（Line1～Line8）におい

て曳航式 ADCP による流況調査と水温・塩分の測定を各

測線で９回，延べ 13 時間にわたって行った． 

３．データの解析方法 
ADCP 曳航調査によって得られたデータをエラー除去した上で時空間補間し，流れの空間分布を求める．

また，各々の地点・水深の流速について，9 回の観測結果から時間方向にスプライン補間することにより各

断面の流量フラックスの時間変化を算出する． 

４．港内の流動特性 
図-2 に神戸港における天文潮位から見て上げ潮最盛となる時間の流速の水平分布（3 月 27 日）を示す．上

げ潮時は，神戸港西側の開口部である Line1 と Line2 で全層にわたって流入する傾向がみられた．この断面

から流入した水塊は Line3 を通って神戸港東側へと進入する．さらに Line4 と Line7 からもほぼ全層にわたっ

て流入する傾向がみられた．Line8 は 2 月 28 日の観測では水深 2m を境に上層で流入，下層で流出という二

層構造を示したが，3 月 27 日の観測では全層で流出であった．神戸港と尼崎西宮芦屋港の接続部である Line5

と Line6 は鉛直方向に 2 層化した流動を示している． 
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図-2 上げ潮最盛時の流速の水平分布（左；水深 1m，右；水深 5m） 
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図-1 調査海域と測線の位置
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両測線ともに表層から 2m あたりまでは西方向への流れが見られるが，2m 以深では東側，つまり尼崎西宮芦

屋港へと流出する流れが見られた．この流向が変化する水深は密度躍層の位置に一致している． 

下げ潮最盛時の流速平面分布（3 月 27 日）を図-3 に示す．上げ潮時とは逆に Line4，Line7，Line8 からは

全層で流出しており，また，Line3 を西方向へと流れた水塊が Line1 と Line2 の両断面より流出していく様子

が確認できる．Line1 と Line2 は水深 3ｍ付近を境に上層で流入，下層で流出するという傾向がみられる．こ

れは観測時に風速 4～5m/s の南風が連吹していたため吹送流が生じたものと考えられる．Line5 では水深 7m

を境にして上層が西向き，下層が東向きの流れであり，水深は異なるものの，上げ潮時の 2 層構造と同様の

流向であった．Line6 では流向にばらつきは大きいものの，西向きの流れが強いものと考えられる． 

神戸港および尼崎西宮芦屋港の各断面における流量フラックスの時間変化（3 月 27 日）を図-4 に示す．た

だし，全測線とも港内に流入する方向のフラックスを正とする．尼崎西宮芦屋港においては，Line7 からの

流入量が多く，Line8 では満潮時には流出量が小さくなるものの常に流出する傾向となった．また，開口部

の流出入のピークは神戸港西側から尼崎西宮芦屋港東側へと順番にそれぞれ約 1 時間ずれており，明石海峡

からの潮流の変動が湾奥へ伝播する影響を受けていることが分かった． 
５．まとめ 
神戸港および尼崎西宮芦屋港の流動は比較的複雑な流動傾向を持つ Line5 と Line6 をのぞいては，潮汐に

よって駆動する流れが卓越していると考えられる．上げ潮時には Line1 と Line2 から Line3 を通過して，神

戸港東側へと流れるとともに，Line４からも流入していく．それらの水塊の一部は Line5 と Line6 の下層よ

り尼崎西宮芦屋港へと流れる場合もある．下げ潮時は神戸港東側から，Line3 と Line４の 2 つの断面を通し

て流出する．Line3 を通過した水塊は Line1 と Line2 の両断面から港外へと流出する．尼崎西宮芦屋港では

Line7 からの流入が最も多く上げ潮時に流入，下げ潮時に流出が行われ，Line8 は常に流出傾向を示す． 

 

図-3 下げ潮時の流速水平分布（左；水深 1m，右；水深 5m） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 神戸港の天文潮位と開口部における断面フラックスの時間変化 
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